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	都城市保育士人材確保事業及び保育士等研修
	令和8年度 保育⼠等スキルアップ研修
	「 子どもの発達理解と多様性の基礎」～｢気になる子｣を集団の中でどう捉えるか～ ・定型発達と発達の個人差　・障害のある子どもの特性理解（ASD、ADHDなどの基礎） ・集団活動における困り感の背景理解　・「困った子」ではなく「困っている子」という視点 講師：⽯本 隆⼠（南九州大学人間発達学部講師）  講義時間：90分  令和8年8⽉4⽇(火)〜令和9年1月31日(日)まで視聴可能
	第1回 オンデマンド配信
	第2回 オンデマンド配信
	第3回 対面講義
	第4回 対面講義
	第5回 対面講義
	第6回 オンデマンド配信
	※オンデマンドの視聴用パスワード等は、後日連絡します
	■申込はこちら■ https://forms.gle/SeTe6S3zxjPASeg57 〆切：講義実施日・配信開始日の2日前まで
	■お問い合わせ■ 0986-21-2111（子ども教育学科：早川・牧野）




